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Save the Journey, Beyond the Real
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G1 company としての
これからの取り組み
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観光産業の変遷（観光の誕生から200年経った未来に向けた再定義へ）

1830年：観光産業の誕生 2030年：新次代の観光の幕開け
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バーチャルな体験からリアルな旅へ：メタバースが促す新時代の観光行動



様々な地域連携取り組みのノウハウ・ネットワークを活かす
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➢ DTCN情報発信拠点”anywhere cafe”は LAB & HUB (G1 companyの商品企画拠点）
✓様々な「デジタル観光」トライアルの検証場所（LAB）

✓様々な「デジタル観光」人材を繋ぐコミュニティ（HUB）

DTCN会員（自治体・観光協会・企業・大学・個人等）に向けた情報発信

リアルとバーチャルをクロスオーバーした企画・運営
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①実績
DTZ向けVR映像制作は
全国を9エリアに分割、
Director, Camera manを
派遣し収録
・58自治体
・172拠点
・約6ヶ月で完成

②実績
常時：DTZコンテンツは
メタバース配信中
イベント時：VRChat内の
地域スタッフと連動
・新上五島町神楽中継
・双方向音楽ライブ
・VTuber（PICO社コラボ）
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今後の弊社の方向性
”anywhere cafe”事業



直近の事例 26年2月8日
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➢ 沖縄三線LIVEイベント
✓カフェOSAKA（リアル）とカフェJAPAN（バーチャル）のコミュニケーション

リアルとバーチャルで
それぞれLIVE開催

バーチャルでパブリックビューイング

初めてのバーチャル体験

最後は参加者全員で記念撮影
（リアル＝２６人、バーチャル＝52人（のべ））



直近の事例 26年3月14日
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➢ 新上五島町との取り組み
✓読売新聞社会員組織「わいず倶楽部」向けの観光体験イベント



直近の事例 26年4月9日
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➢ The Deckとの取り組み
✓デジタルノマドを受け入れているコワーキングスペースとコラボし外国人向けに日本文化をレクチャー



直近の事例 26年4月25日
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➢ バーチャル機器メーカーイベントの取り組み
✓VRゴーグルメーカー「PICO」とのコラボイベント
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観光の3機能をバージョンアップして事業として成立するまで追求する

➢ 観光を構成する3つの機能（Functions）の定義（＝XNA、FNB、TRX）
① XNA（XR and AI）

✓ 最先端の技術により臨場感ある疑似観光を行える

✓ さらには、その観光地に紐づく歴史・文化・情報を深く知らせ、観光欲求を強く喚起し誘導する

② FNB（Food and Beverage）
✓ ご当地の食をご当地の食べ方で楽しめる

✓ 例：ご当地冷凍食品

③ TRX(Tourist Experience)
✓ 様々なエンタメ体験

✓ 例：記念メダル

✓ 例：おみやガチャ

✓ 例：三線体験会、おにぎり体験会、生け花体験会（バーチャル連携）

➢ “anywhere cafe”ブランドを構築、セレクト商品・オリジナルグッズを販売～EC展開へ
✓ カフェで飲食できる商品のEC販売

✓ 観光地の商品を組み合わせたパッケージ商品の開発（例：「旅の福袋」）

✓ 旅のお供に最高のグッズを”anywhere cafe”ブランドとして商品化

➢ “anywhere cafe”を「旅のテーマパーク」へ
①直営店 ②FC店 ③プロデュース店（観光拠点施設、観光案内所、道の駅、JR等）

※2031年 ”anywhere cafe OKINAWA”？移住？

※
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今後の弊社の方向性
XR観光コンテンツ事業
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臨場感観光体験施設を中心にしたマイクロツーリズム送客

ライブ映像はそれだけで「驚き」
を届けられる。また、現地と
コミュニケーションすることも可能。
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臨場感観光映像の演出例 #1

シアター型ドーム（ルーム）空間
での映像演出は、最高の臨場感
を届けられる。
（事例） オリンピック（P.19～）

万博（P.5～）
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臨場感観光映像の演出例 #2

カフェ型空間演出は、窓の外の
景色と共にご当地の飲食を楽しむ
疑似的な観光体験として最適。
（事例） anywhere cafe （P.24～）

敢えて、窓で視界を区切ることで
目の錯覚により本当の景色と
脳が誤認してしまう効果を利用。
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臨場感観光映像の演出例 #3

キャンプ場での宿泊をリッチに。
例え、天気が悪くても、季節外れ
でも、楽しめる空間を作ることで
リピーターの醸成を期待できる。
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臨場感観光映像の演出例 #4

VRゴーグルでの体験を、より気軽
に誘引できる、判り易い演出。
平地でも閉地でもどんな場所でも
展望台に仕立てることが可能。
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各拠点からライブ映像を繋げることで副次的効果（観光行動の平準化）を狙う

更には・・・

ライブ映像はそれだけで「驚き」
を届けられる。また、現地と
コミュニケーションすることも可能。

ライブカメラを
導入し
ネットワーク化
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今後の弊社の方向性
AI観光コンテンツ事業
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“KATARIBE” の特長

➢ 地域にしかない「語り部」の知識・情報をアーカイブし、様々なシーンで多面活用する
✓旅行ガイドの高齢化により、デジタル化していない貴重な歴史・文化の深い情報が消える未来がある

✓誰（AIエージェント）もがアクセスできる情報として、地域がローカルDBに蓄積・管理することが重要

✓本仕組みは、様々なシーン（メタバースでの案内役アバター等）にも登用し送客を担うと共に、地域で
は、ロケーション情報に合わせた、その人の興味に寄り添った情報提供を（例えばARグラスで）行う

ローカルDBに
アーカイブ・学習

語り部のお話しを
収録・書き起こし

例：
「道の駅」等の
観光施設にて・・・ XR体験を

AIチャットボットが
情報補完して
現地にいざなう

より深い情報を
ARグラスで
見ながら旅を楽しむ

公式アカウント登録して
モバイルオーダー

例：
メタバース空間の
案内役アバターとして・・・

ご当地の食を楽しみながら、
手元でAIチャットボットに相談・・・

例：
現地（観光地）で・・・

KATARIBE※

※商標登録出願中「商願2026-056967」
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